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こんにちは。 

鎌倉市在住で鎌倉ローンテニスクラブに所属している松岡隼です。 

今、自分は 17 歳で高校 3 年生です。 

 

小さい頃から両親の影響でテニスを始めました。 

最初は、鎌倉市にある父のいる会社のテニスコートや市営コートで両親と遊ぶ程度でしたが、テニスが

徐々に楽しくなりテニススクールに入ってからは、トップジュニアを目指して頑張って来ました。 

高校進学を契機に、更にテニス中心の生活を送っています。 

高校 1 年生の時はコロナの影響でほとんどの大会が中止となり、活躍する場もなく、地道にトレーニン

グをして来ました。 

高校 2 年生の時に、16 歳以下のカテ

ゴリーで、MUFG 全国選抜(写真

1)、全日本ジュニアを制覇し(写真

2)、国別対抗戦ジュニアデビスカッ

プでは日本の No.1 選手として出場

し、日本の 6 位入賞に貢献しまし

た。(写真 3.4) 

 ジュニアデ杯では、チェコの 18 歳以下世界ジュニアランキング（ITF ジュニア）4 位（21/3/14 時

点）の Jakub Mensik 選手に勝てたことは大きな自信となり、世界に通用するテニスを習得したいと強

く思うようになりました。 

 

元々高校選びの時点で、「世界に通用する選手」を目指そうと決めていました。そのためには世界各地

で開催される ITF ジュニアを転戦する必要があり、高校関連の大会には出場せずに、世界のテニスを習

得する覚悟をしていました。国内ジュニア大会ではその時まだ全国制覇をできていなかったため、こち

らも併せて目標にしていましたが、昨年４月と 8 月に全国制覇を経験できたため、今年は日本のジュニ

ア大会には出場せず、世界のトップジュニアの仲間入りをする為に、海外の大会を年間約 25 大会程出

場する事に決めました。 

 

 

MUFG 全国選抜(写真 1) 全日本ジュニア(写真 2) 

国別対抗戦ジュニアデビスカップ(写真 3) 国別対抗戦ジュニアデビスカップ(写真 4) 
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今、自分は世界中で開催されている ITF ジュニアツアーを転戦しています。 

 ITF ジュニアツアーは毎週世界各国で開催されていて、その結果に応じて毎週月曜日にランキングが

更新されます。グランドスラムジュニアの 4 大大会に出場するためには最低でも世界で 100 位に入る必

要があります。 （年や大会によって 85〜100 位くらいの誤差があります。 

 

世界で開催される ITF の大会は大会のグレードが厳格に定められており、ポイントが少なければグレー

ド上位の大会には出場できません。 ポイント表は(表 1)になります。（P３参照） 

 

 2021 年 5 月に初めて ITF ジュニアツアーの海外遠征をした時

は 974 位だったランキングを、年末までに急激に上げることには

成功していましたが、2022 年初めの時点ではまだ 100 位以内に

程遠い 184 位だった為、1/14〜3/12 の 2 ヶ月間チュニジア、ペ

ルー、パラグアイ、ブラジル、タイでグレードが高く世界のトッ

プ選手が集まる 7 大会に出場し、トップ選手と試合をし、レベル

アップを目指すことと、ランキングを上げるために切磋琢磨しま

した。 

 その結果、目標としていた 100 位を大きく上回り、50 位（6/16

時点）に到達することができました。(写真 5) そして念願の全

仏オープンジュニアにも予選ながら出場することが出来、（写真

６）ウィンブルドンジュニアは予戦を勝ち抜き本戦に出場するこ

とができました。（写真７）ランキングが上がったことで、全米

オープンジュニアは本戦ストレートインできそうです。今年はグ

ランドスラムジュニアの本戦で勝つ事、ITF プロツアーに参戦して世界ランキングを獲得する事が目標

です。 

 来年はグランドスラムジュニアで活躍し、ジュニア卒

業後はプロになり、将来的には世界で活躍するテニス選

手になりたいと思っています。 

 

 まずは全米オープンジュニアで勝ち上がり、更にラン

キングを上げるために ITF ジュニアツアーは続けなけ

ればいけません。 

現在の原油高から、航空運賃や物価が高騰しており、ツ

アーに参戦する資金が大変厳しくなっているのが今の

大きな悩みです。 

  

  今後も全力で頑張っていきますので、ご声援、ご支援の程、宜しくお願い致します。 

 

松岡 隼 

 

全仏オープンジュニア（写真６） 

ITF ジュニアツアー(写真 5) 
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表１ 

 

 

 


